
と…当韻
　　まちのうごき
人　口　6，338人（＋19）

　男　　3，060人（＋11）

　女3，278人（＋8）

世帯数　　1，762戸（＋4）

　62年3月1日現在人口

　　　　（　1は対前月比

62

　　　　　4

マラリンリ7卜六会

　3月22日、小野田区と鶴野内区対抗の「新

ひむか親善マラソンソフトボール大会」が行

われました。

　このマラソンソフト大会は、両区の親睦を

深めようと行われたもので、当日は午前8時

から試合が開始され、午後6時まで伽0時問、

69回にわたり熱戦が繰り広げられました。

　結実は、34対33で鶴野内区に軍配が上がり

ました。
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昭和62年4月号凹つ、
つ町報と

ε
と
づ
く
り

基
本
構
想

期
計
画
を
策
定

　
「
活
力
に
み
ち
た
牧
水
の
ふ
る
さ
と

づ
く
り
」
を
振
興
の
目
標
と
し
て
、

快
適
性
、
利
便
性
、
経
済
的
豊
か
さ
、

心
の
豊
か
さ
、
町
民
の
ふ
れ
あ
い
を

追
求
し
な
が
ら
次
の
五
つ
を
施
策
の

大
綱
と
し
て
い
ま
す
。

①
う
る
お
い
に
み
ち
た
安
全

　
な
町
づ
く
り

　
o
自
然
保
護
と
土
地
利
用

　
O
道
路
交
通
網
の
整
備

　
O
生
活
環
境
の
整
備

　
O
町
民
の
安
全
の
確
保

②
豊
か
で
活
力
の
あ
る
町
づ

　
く
り

　
o
農
林
水
産
業
の
振
興

　
O
商
工
業
の
振
興

　
o
観
光
開
発

③
心
豊
か
で
文
化
の
香
る
町

　
づ
く
り

　
o
学
校
教
育
の
充
実

　
O
社
会
教
育
の
充
実

　
O
社
会
体
育
の
充
実

　
o
文
化
の
振
興

　
O
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

④
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る

　
町
づ
く
り

　
O
福
祉
の
充
実

　
O
保
健
衛
生
の
充
実

　
o
医
療
の
充
実

⑤
計
画
実
現
の
た
め
に

　
財
政
の
合
理
化
）

o
行
政
の
近
代
化

O
財
政
の
健
全
化

（
行

　
東
郷
町
は
、
　
昭
和
四
十
六
年
に

「
東
郷
町
振
興
計
画
」
を
策
定
し
、

こ
れ
を
基
本
と
し
て
諸
施
策
を
積
極

的
に
推
進
し
、
町
民
の
生
活
水
準
や

利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
き
ま
し
た

が
、
計
画
期
間
が
満
了
し
た
こ
と
、
社

会
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
る
新
た
な

行
政
需
要
へ
の
対
応
な
ど
、
長
期
的
視

点
に
た
っ
た
町
勢
の
発
展
方
向
と
目

標
を
定
め
た
総
合
的
な
計
画
と
し
て

第
二
次
東
郷
町
総
合
長
期
計
画
を
策

定
し
、
三
月
定
例
議
会
の
議
決
を
受

け
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
今
後
の
町

政
運
営
の
基
本
と
な
る
も
の
で
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
計
画
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら

七
十
一
年
度
ま
で
の
十
ヶ
年
間
の
振

興
目
標
、
及
び
施
策
の
大
綱
を
定
め

た
基
本
構
想
を
も
と
に
し
て
前
期
五

ヶ
年
間
の
主
要
な
施
策
を
定
め
た
基

本
計
画
と
三
ヶ
年
毎
の
具
体
的
な
実

施
計
画
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

基
本
計
画

　
基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
を
実
現

す
る
た
め
に
「
生
活
基
盤
の
整
備
」
、

「
産
業
の
振
興
」
、
「
教
育
と
文
化
の

向
上
」
、
「
福
祉
の
充
実
」
、
「
行
財
政

の
合
理
化
」
を
柱
と
し
て
、
利
便
性

に
富
ん
だ
住
み
よ
い
町
、
産
業
の
振

興
、
若
者
の
定
住
化
や
高
齢
者
の
生

き
が
い
対
策
、
意
欲
の
あ
る
人
づ
く

り
、
文
化
の
高
揚
、
福
祉
の
向
上
な

ど
の
施
策
を
す
す
め
「
活
力
に
み
ち

た
牧
水
の
ふ
る
さ
と
・
東
郷
町
」
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

つ
・
つ

町報と
｛3｝　　日召示062年一　4　月　．≒多一

等
・

日

濁
酒
誤
　

県
議
会
議
員
選
挙

　　

@　

兜
[
日
－
一
4
月
1
2
日

　
四
月
十
二
日
は
、
県
議
会
議
員
選

挙
の
投
票
日
で
す
。

　
今
回
の
選
挙
は
、
今
後
の
地
方
自

治
の
基
盤
と
な
る
大
切
な
選
挙
で
あ

り
、
ま
た
私
た
ち
の
く
ら
し
に
直
結

し
た
重
要
な
選
挙
で
す
。

　
こ
の
こ
と
を
有
権
者
全
員
が
深
く

認
識
し
、
自
分
の
判
断
、
自
分
の
考

え
で
、
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
悔
い

の
な
い
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

　
　
投
票
と
選
挙
人
名
簿

　
ど
の
選
挙
に
お
い
て
も
そ
う
で
す

が
選
挙
権
が
あ
っ
て
も
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
は
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
選
挙
で
使
わ
れ
る
選
挙
人

名
簿
は
、
毎
年
九
月
に
調
整
さ
れ
ま

す
「
定
時
登
録
名
簿
」
と
、
選
挙
が

行
わ
れ
る
と
き
に
調
整
さ
れ
ま
す
「
選

挙
時
登
録
名
簿
」
が
使
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
に
は
、

①
日
本
国
民
で
あ
る
。
②
年
令
が
二

十
歳
以
上
で
あ
る
。
③
本
町
の
住
民

基
本
台
帳
に
登
載
さ
れ
、
引
続
き
三

ヵ
月
以
上
住
所
が
あ
る
。

　
こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
選
挙
に
お
け
る
「
選
挙
時

登
録
」
の
基
準
日
と
名
簿
に
登
録
さ

れ
る
人
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
基
準
日
が
四
月
二
日
（
年
令
に
つ

い
て
は
四
月
十
二
日
）
で
す
の
で
、

昭
和
四
十
二
年
四
月
十
三
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
と
、
昭
和
六
十
二
年
一

月
二
日
ま
で
に
住
民
基
本
台
帳
に
登

載
さ
れ
た
人
。

　
し
た
が
っ
て
、
①
昨
年
九
月
の
定

時
登
録
ま
で
に
登
録
さ
れ
た
人
。
②

今
回
の
選
挙
時
登
録
で
登
録
さ
れ
た

人
。
③
県
内
転
出
者
で
、
転
出
先
の

市
町
村
に
引
続
き
住
所
を
有
す
る
人

で
、
当
該
市
町
村
長
の
「
引
き
続
き
住

所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
を
持
参
し

た
人
は
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
県
内
転
出
者
に
つ
い
て

は
新
住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

投
票
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
修
学
の
た
め
寮
、
下
宿

等
に
居
住
す
る
学
生
に
つ
い
て
は
、

住
所
が
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り

そ
の
寮
、
下
宿
等
の
所
在
地
に
あ
る

も
の
と
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で

投
票
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
不
在
者
投
票
制
度

　
旅
行
や
病
気
な
ど
で
投
票
日
に
投

票
所
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、
投
票

日
の
前
日
ま
で
に
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
る
「
不
在
者
投
票
」
の
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
棄
権
す
る
こ
と
な

く
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
不
在
者
投
票
は
、
告
示
の
日
か
ら

投
票
日
の
前
日
ま
で
、
毎
日
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
選
挙

管
理
委
員
会
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
不
在
者
投
票
の
で
き
る

指
定
病
院
や
施
設
に
入
所
し
て
い
る

有
権
者
は
、
不
在
者
投
票
管
理
者
で

あ
り
ま
す
施
設
な
ど
の
長
に
申
し
出

れ
ば
、
そ
の
施
設
の
中
で
投
票
が
で

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．
、

　
そ
の
他
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て

は
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。
麿
六
九
－
二
一
一
一

明
る
い
社
会
づ
く
り

　　

@　

ﾌ
た
め
に

　
　
民
生
・
児
童
委
員

　
　
　
　
　
　
　
は
1
4
名

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
町
の

推
せ
ん
会
、
県
知
事
を
経
て
、
厚
生

大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
民
間
の
奉

仕
者
で
す
。

　
任
期
は
三
年
で
、
全
国
で
十
八
万

人
お
り
、
町
内
で
は
十
四
人
の
方
が

委
嘱
さ
れ
、

O
み
な
さ
ん
と
福
祉
を
つ
な
ぐ
窓
口

　
と
し
て

O
み
な
さ
ん
が
健
全
な
生
活
を
営
め

　
る
よ
う
に

　
自
主
的
に
活
動
し
、
い
ろ
い
ろ
な

機
関
と
協
力
し
て
、
み
な
さ
ん
の
問

民生委員・児童委員地区担当表

冒 お気厭に

』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

題
の
解
決
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
民
生
・
児
童
委
員
は
、
主
に
次
の

よ
う
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

O
生
活
が
苦
し
い
時
に

O
病
気
で
困
っ
た
時
に

O
年
を
と
っ
て
身
の
廻
り
の
こ
と
が

心
配
な
時
に

。
非
行
問
題
な
ど
で
困
っ
た
時
に

。
働
き
た
い
が
子
ど
も
の
こ
と
で
相

　
談
し
た
い
時
に

　
あ
な
た
の
地
区
の
民
生
・
児
童
委

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

担　当　地　区　　1氏　　名 電　話

　　　1寺迫区
蒙・建1田代榮一 58－0880

i庭　午　禺　黒木捨i義1　長　　　　　崎

58－1896

1群星 糸平嘉幸 69－2976

能瀬区
仲　　野　　原

o　　　　　口 酒井豊子 69－2263

小　野　田　区 高森　　秀 69－2502

鶴　野　内　区 新本幸男 69－2578

迫　野　内　区 黒木　　均 69－3030

八　重　原　区 高山　　豊 69－3086

田　　野　　区 黒田ヨシノ 69－2691

羽　　坂　　区 吉田壽美 69－3113

仲　　深　　区 中野辰巳 69－7671

　東石原・西石原
P至村’ノこ炸篭 大野富久美 69－7811

坪谷区
」門崎・多武／木
I・鴛・峰 山ロー男 69－7430

越　　表　　区
ｺ　渡　川　区

海野　　定 69－7328



昭和62年4月号二つ
・
つと町報

農
林
業
振
・
h
興
を
柱

こ

般
会
計
は
2
3
億
2
、
5
0
0
万
円
1
1

　
三
月
定
例
町
議
会
が
十
一
日
置
招
集
～
二
十
三
日
ま
で
の

日
程
で
開
か
れ
、
昭
和
六
十
二
年
度
予
算
等
を
提
案
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
昨
年
に
比
べ
一
一
・
九

％
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
予
算
の
提
案
説
明
に
先
だ
ち
行
わ
れ
た
町
長
の
所
信
表
明

と
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

所
信
表
明
（
抜
す
い
）

　
　
　
農
林
業
振
興

　
昭
和
六
十
二
年
度
予
算
は
、
財
政

の
健
全
化
と
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林

業
の
振
興
を
柱
と
し
た
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
財
政
健
全
化
の
手
網
を
ゆ
る
め
る

こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
一
方
、

一
段
と
厳
し
さ
を
ま
し
た
農
林
業
の

現
状
は
、
可
及
的
速
や
か
に
、
そ
の

生
産
基
盤
の
整
備
を
終
え
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
制
度
事
業

を
導
入
し
、
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

本
年
度
か
ら
「
水
田
農
業
確
立
対
策

事
業
」
　
「
青
果
物
価
格
安
定
対
策
事

業
」
等
の
新
規
事
業
に
も
取
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
林
業
に
つ
い
て
も
、
今
年
か
ら
広

域
基
幹
林
道
能
…
山
線
の
開
設
を
始
め

作
業
路
の
延
長
等
に
力
を
入
れ
生
産

基
盤
の
整
備
を
図
る
．
と
と
も
に
、
国

産
材
供
給
体
制
整
備
事
業
の
推
進
に

対
す
る
全
面
的
協
力
を
行
い
林
業
の

活
性
化
に
努
め
ま
す
。

企
業
誘
致

観
光
開
発

　
雇
用
の
場
を
拡
げ
る
た
め
の
企
業

誘
致
に
つ
い
て
も
、
厳
し
い
環
境
に

あ
り
ま
す
が
、
引
続
き
関
係
方
面
へ

の
働
き
か
け
を
推
進
す
る
考
え
で
す
．
．

予
算
の
あ
ら
ま
し

　
】
般
会
計
予
算
は
、
二
十
三
億
二

千
五
百
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

二
・
九
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
．
．

　
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
最
も

多
く
十
億
三
千
五
百
五
十
万
円
（
四

四
・
五
％
）
、
国
県
支
出
金
が
四
億

三
千
六
百
三
万
九
千
円
（
丁
八
・
八

％
）
な
ど
、
依
存
財
源
が
全
体
の
七

七
・
九
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
は
、
町
税
が
二
億
五
工

五
自
四
万
六
千
円
（
＝
・
C
％
）
繰

越
金
六
千
万
円
（
二
・
六
％
）
な
ど
、

二
二
・
｝
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
町
の
持
つ
天
然
資
源
を
、
観
光

資
源
と
し
て
有
効
に
開
発
を
進
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
町
全

域
が
四
季
折
々
の
花
の
絶
え
な
い
「

牧
水
の
ふ
る
さ
と
」
に
ふ
さ
わ
し
い
、

日
本
一
住
み
よ
い
郷
土
に
す
る
た
め

に
、
本
年
度
は
、
観
光
開
発
の
体
制

づ
く
り
と
併
せ
て
、
牧
水
公
園
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

機
構
改
革

　
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
対
応
す

る
た
め
、
職
員
の
定
員
管
理
の
見
直

し
、
事
業
課
を
中
心
と
し
た
、
機
構

改
革
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
本
年

度
か
ら
、
前
々
か
ら
の
課
題
で
あ
り

ま
し
た
地
籍
調
査
に
つ
い
て
の
準
備

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ぐ
国
産
材
加
工
施
設
（
田
野
）

　
歳
出
の
性
質
別
で
は
、
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
の
義
務
的
経

費
が
ト
一
億
二
千
二
百
三
十
七
万
四

千
円
（
四
八
・
三
％
）
、
並
日
通
建
設
事

業
費
な
ど
の
投
資
的
経
費
が
七
億
五

千
五
百
七
万
「
千
円
（
三
二
・
五
％

）、

ｻ
の
他
一
般
行
政
費
が
四
億
四
千

七
百
五
十
五
万
五
千
円
（
一
九
・
二

％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
林
業
振
興
に

　
　
六
億
二
千
万
円

　
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業

に
つ
い
て
は
、
全
体
の
二
六
・
七
％

に
あ
た
る
六
億
一
千
九
百
八
十
四
万

円
を
投
入
し
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
そ
の
主
な
事
業
は
、
継
続
事
業
と

し
て
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
、

農
業
構
造
改
善
事
業
、
暖
地
営
農
む

ら
づ
く
り
事
業
を
、
新
規
事
業
の
第

三
期
山
村
振
興
農
林
漁
業
対
策
事
業

な
ど
農
業
関
係
費
と
し
て
四
億
五
千

六
百
一
万
二
千
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。　

ま
た
、
林
業
構
造
改
善
事
業
、
林

道
・
作
業
路
開
設
、
新
規
事
業
と
し

て
の
広
域
林
道
開
設
事
業
（
熊
山
線
）

、
つご

・
つ町報と〔5｝昭和62年4月号

な
ど
の
林
業
関
係
費
と
し
て
一
億
五

干
七
百
四
十
【
万
二
千
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
．

10

H
線
を
整
備

　
道
路
網
整
備
に
、
　
一
億
三
千
六
百

六
十
三
万
七
千
円
を
計
上
し
、
町
道

大
谷
・
出
口
線
外
十
路
線
の
改
良
・

舗
装
と
、
大
谷
橋
の
橋
梁
整
備
が
行

わ
れ
ま
す
．

　
ま
た
、
牧
水
公
園
整
備
の
た
め
五

O

＝
7

千
万
円
を
計
上
し
整
備
が
進
め
ら
れ

ま
す
。

東
郷
中
プ
ー
ル

　
　
　
　
の
建
設

　
教
育
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
年

次
計
画
に
よ
り
整
備
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
本
年
度
は
五
千
五
十
万
円

を
か
け
て
東
郷
中
学
校
プ
ー
ル
の
建

設
が
行
わ
れ
ま
す
。

歳入の財源構成

＝＝

■願

＜
自
然
プ
ー
ル
建
設
予
定
地
の

　
坪
谷
川

’

依

自
然
プ
ー
ル
の
整
備

隔畷鋤存

繰越金
60，000

（2。6％）

源

財

　　自
主

　　その他
　　198，413

　　（8．5％）

　
6
％

税
潤
ω

町
鰯
q

脚
％

地方債
262，500

（Il。3％）

財

譲与税
交付金
77，502

（3．3％

　　　　　　　県支出金
　　　　　　343，876

　　　　ノ〉　（14・8％）

　　　　　’嬉

国庫支出金
　　　　　　　　　　　源
　92，163

　（4．0％）

　　　　　　　歳出の性質別構成
その他
53，649

（2．3％） 　　　のぞ
＿他 義

経

　
県
北
で
は
、
水
辺
を
生
か
し
た
水

辺
文
化
圏
の
形
成
に
向
け
て
取
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
町
で
も
、

坪
谷
川
の
清
流
を
利
用
し
た
自
然
プ

ー
ル
の
整
備
を
行
い
、
牧
水
公
園
キ

ャ
ン
プ
場
等
と
「
体
と
な
っ
た
施
設

の
整
備
が
図
ら
れ
ま
す
．
、

的

扶助費
85621

（3．7％

奄1離メ

准
棚

　
0

費

公債費
424，337

（18．3％）

聯

歳出の目的別構成
議会費
54，「92

（2．3％

算予

そ

の
　
　
　
　
一

　
　
　
　
等
8
％

勲
歩
弓

　
　
般

　
一
　
行

6
3
　
　
政

　
　
　
　
　
費

　
　
　
　
　
　
臨
％

投
資

別計会

一般会計　i　23億2，500万円　　（＋2．9＞

特別会計　　　10億4，056万2千円（＋4．6）

国民健康保険事業；　　4億1，650万円　　（＋2．8）

V人保険事業　　　3億3，638万8千円（＋19．2〕

ﾈ易水道事業　　　　5，020万円　　〔一33．71

走ｯ健康保険病院事業！　2億3，747万4千円（＋2．4｝

合　　　計　　1　33億6，556万2千円1－3．4｝

衛生費
77，600

（3．3％

’は対前年比、％

　普通建設事業費
的719’484

、鐸

物件費
i40’l18

（6．0％）

災害復旧費
35，587

（1．5％）

総務費
267、564

1し5％）

　民生費
221，423

（9．5％）

瀧
㎝

　
1

商工費
17，8日

災害復旧費
35，587

予備費
5，000

公債費
424，347

（18．3％

教育費
289521

　　（12．5％

農林水産業費
　619，840

　　（26．7％）

＼

土木費
232，19

10．0％：消防費
79，924

（3．4％
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農
作
業
の
ポ
イ
ン
ト

　
水
稲
の
栽
培
時
期
を
迎
え
て
、
こ
と
し
も
今
月
か
ら
日

向
農
業
改
良
普
及
所
の
指
導
に
よ
り
、
水
稲
に
つ
い
て
の

農
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
掲
載
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
限
ら
れ
た
紙
面
で
不
十
分
な
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
稲
作
経
営
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

早
期
水
稲

　
田
植
え
は

　
　
　
4
月
1
0
日
ま
で
に

　
宮
崎
県
で
は
、
水
田
農
業
確
立
対

策
の
一
環
と
し
て
「
宮
崎
米
」
生
産

性
向
上
確
立
対
策
事
業
を
、
昭
和
六

十
二
年
度
よ
り
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
宮
崎
県
の
早
期
水
稲
は

超
早
場
米
と
し
て
、
大
阪
や
東
京
等

で
評
価
を
得
て
い
ま
す
が
、
近
年
、

各
県
の
早
進
化
に
よ
る
産
地
間
競
争

の
激
化
、
自
主
流
通
米
の
過
剰
傾
向

に
よ
っ
て
販
売
競
争
が
き
び
し
く
な

っ
て
お
り
、
今
後
も
有
利
に
、
安
定

的
に
販
売
し
て
い
く
に
は
、
さ
ら
に

早
期
水
稲
の
早
進
化
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
宮
崎
県
で
は
、
八
月
十
五
日
頃
ま

で
に
九
〇
％
の
出
荷
を
終
る
早
期
水

稲
の
栽
培
技
術
の
確
立
と
、
早
期
出

荷
運
動
を
推
進
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　
今
ま
で
日
向
地
区
で
は
、
八
月
十

日
以
降
に
雨
が
多
く
、
倒
伏
等
で
品

質
、
収
量
を
悪
く
す
る
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
八
月
十
日
ま
で
に

収
穫
を
終
る
水
稲
栽
培
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。

　
諸
調
査
の
結
果
、
気
象
的
に
は
西

都
市
と
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
こ
と
が

わ
か
り
、
四
月
十
日
頃
ま
で
に
田
植

え
を
す
る
と
、
八
月
五
～
六
日
頃
に

は
収
穫
で
き
る
よ
う
で
す
。

　
　
水
管
理
で

　
　
　
　
生
育
促
進

　
早
進
化
の
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う

に
早
く
植
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
が

①
中
置
・
成
苗
等
の
成
熟
し
た
苗
を

　
植
え
る
こ
と

②
上
弓
を
つ
く
り
、
早
く
活
着
さ
せ

　
る
こ
と

③
田
植
初
期
の
水
温
上
昇
を
は
か
る

　
た
め
に
、
ポ
リ
チ
ュ
ー
ブ
の
利
用

　
や
昼
間
浅
水
、
夜
間
深
水
等
水
管

　
理
を
う
ま
く
す
る
こ
と

　
等
で
水
稲
の
生
育
促
進
が
は
か
ら

れ
ま
す
の
で
、
田
植
え
を
前
に
も
う

一
度
考
慮
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
、

植
付
株
数
を
増
し

　
一
株
本
数
は
減
す

　
早
期
水
稲
の
田
植
え
（
栽
植
密
度
）

は
、
畦
間
三
〇
挫
．
に
株
間
一
七
～
二

〇
挑
．
が
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
一

株
の
植
付
本
数
も
十
二
一
十
三
本
と

多
い
よ
う
で
す
。

　
早
期
水
稲
の
生
育
期
間
は
、
普
通

期
水
稲
に
比
べ
て
短
い
た
め
に
、
分

け
つ
も
少
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
穂
を
多
く
確
保
す
る
た
め
に
は

植
付
株
数
を
増
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
畦
間
三
〇
抽
、
に
株
間
＝
二
～
一
四

柚
、
植
え
で
、
一
坪
に
八
十
株
以
上
を

植
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
一
株
の

植
付
本
数
は
三
～
四
本
植
え
に
し
て

丈
夫
な
稲
を
つ
く
り
、
倒
伏
に
強
く

多
収
を
ね
ら
え
る
稲
づ
く
り
を
し
て

く
だ
さ
い
．
、

　
初
期
に
お
け
る

　
　
　
　
栽
培
管
理

　
O
健
苗

　
理
想
的
な
稚
苗
は
、
次
の
よ
う
な

苗
で
す
。

①
ズ
ン
グ
リ
苗
で
あ
る
こ
と

②
病
斑
の
な
い
苗
で
あ
る
こ
と

③
苗
揃
い
が
良
い
苗
で
あ
る
こ
と

　
o
育
苗
管
理

　
育
苗
後
半
は
、
ハ
ウ
ス
の
サ
イ
ド

を
上
げ
、
日
中
は
ハ
ウ
ス
内
の
温
度

が
二
〇
度
C
以
上
に
な
ら
な
い
よ
う

に
低
温
管
理
し
、
徒
長
に
よ
る
植
傷

み
を
少
な
く
し
ま
し
よ
う
。

　
か
ん
水
は
、
出
来
る
だ
け
午
前
中

に
た
っ
ぷ
り
か
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

（理想的な稚．苗｝

2．0－2．3葉

草丈
12～13cm

　
O
土
つ
く
り
は
稲
作
の
基
本

　
「
稲
は
土
で
と
れ
」
と
言
う
格
言

が
あ
り
ま
す
。
地
力
の
高
い
水
田
の

イ
ネ
は
、
気
象
災
害
に
強
く
、
ま
た
、

い
も
ち
病
に
対
す
る
抵
抗
性
も
高
く

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
倒
伏
も
少
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
堆
肥
八
O
C
キ

ロ
～
」
○
○
○
キ
ロ
は
ぜ
ひ
施
用
し

て
く
だ
さ
い
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
ケ

イ
酸
質
肥
料
の
増
施
が
大
切
で
す
．
．

特
に
耳
川
水
系
の
河
川
は
、
ケ
イ
酸

分
の
含
旦
里
が
少
な
い
の
で
、
珪
カ
ル

一
八
○
キ
ロ
、
ヨ
ー
リ
ン
ニ
○
キ
ロ

を
施
用
し
ま
し
よ
う
。

　
o
水
管
理

　
苗
を
早
く
活
着
さ
せ
る
こ
と
が
、

安
定
増
収
に
な
り
ま
す
。
又
、
早
く

出
た
分
け
つ
は
、
立
派
な
穂
を
つ
け

ま
す
。
田
植
後
は
、
活
着
・
分
け
つ

促
進
の
た
め
、
水
温
上
昇
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

4しm以内

、
，
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唐
．

　　

@　

m
事
の

　　

@　

@　

@
ふ
れ
あ

　
松
形
祐
髭
兀
県
知
事
が
、
三
月
九
日

訪
れ
、
町
内
の
生
産
者
グ
ル
ー
プ
と

懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
知
事
が
市
町
村
を
訪
問

し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
、
む
ら

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
の

住
民
と
気
軽
に
、
自
由
に
、
ひ
ざ
つ

き
あ
わ
せ
て
話
し
合
い
、
住
民
の
生

の
声
を
聴
い
て
県
政
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
坪
谷
野
菜
生
産
グ
ル
ー

プ
と
迫
野
内
和
牛
振
興
会
の
ニ
グ
ル

ー
プ
を
訪
問
し
た
後
、
老
人
福
祉
館

に
お
い
て
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
訪
問
で
は
、
水
野
要
子

さ
ん
が
、
水
田
ゴ
ボ
ウ
、
ト
ン
ネ
ル

大
根
な
ど
の
栽
培
に
つ
い
て
、
ま
た
、

和
牛
振
興
会
で
は
佐
藤
初
義
さ
ん
が

＝
戸
一
頭
の
増
頭
、
優
良
牛
の
導
入

な
ど
に
よ
り
品
質
の
向
上
を
図
る
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
の
紹
介
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
老
人
福
祉
館
で
行
わ
れ
た

い
訪
問

懇
談
会
は
、
S
A
P
・
林
研
グ
ル
ー

プ
、
商
工
会
青
年
・
婦
人
部
、
青
年

団
役
員
な
ど
、
十
九
名
が
参
加
し
て
、

ひ
ざ
を
交
え
て
の
”
ざ
っ
く
ば
ら
ん
’

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

＜
水
田
ゴ
ボ
ウ
、
ト
ン
ネ
ル
大
根

　
な
ど
の
栽
培
に
つ
い
て
水
野
要

　
子
さ
ん
が
説
明

繧馨

レ
懇
談
会
で
は
、
知
事
を
囲
ん
で

　
車
座
に
な
り
、
各
グ
ル
ー
プ
の

　
青
年
が
、
活
発
な
意
見
を
出
し

　
て
い
ま
し
た

く
迫
野
内
和
牛
振
興
会
で
は
、
和

　
牛
生
産
農
家
を
と
り
ま
く
状
況

　
等
に
つ
い
て
、
佐
藤
初
義
さ
ん

　
が
説
明

「
一
太
郎
や
あ
い
」
を

　　

o
版

　
迫
野
内
の
佐
藤
儀
三
郎
さ
ん

は
、
こ
の
ほ
ど
」
太
郎
や
あ

い
し
と
い
う
本
を
自
費
出
版
し

ま
し
た
。

　
「
一
太
郎
や
あ
い
」
は
、
大
正

九
年
か
ら
十
年
間
、
日
露
戦
争

の
美
談
と
し
て
国
定
教
科
書
に

掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
そ

の
本
人
が
、
迫
野
内
に
在
住
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
美
談

を
次
の
世
代
へ
語
り
伝
え
よ
う

と
出
版
さ
れ
た
も
の
で
す
。

團
号
ピ
ア
ノ

　
　
　
を
贈
る

　
鶴
野
内
の
榮
薫
さ
ん
か
ら
、

鶴
野
内
保
育
園
と
東
郷
幼
稚
園

に
、
こ
の
ほ
ど
そ
れ
ぞ
れ
電
子

ピ
ア
ノ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
榮
さ
ん
の
長
男
弘

喜
く
ん
の
死
去
に
と
も
な
い
、

生
前
両
園
に
在
園
し
て
い
た
こ

と
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

角

と

甑

囎
穫
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今
か
ら
三
C
O
年
前
、
元
禄
三
年

九
月
十
九
日
山
陰
百
姓
一
揆
が
起
き

て
、
千
四
百
二
十
二
人
の
百
姓
家
族

か
、
寺
迫
に
集
ま
’
．
て
島
津
藩
へ
逃

げ
よ
う
と
し
て
、
高
鍋
藩
に
捕
え
ら

れ
、
都
農
町
股
猪
野
に
全
貝
小
屋
掛

生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
延
岡
藩
か
ら
も
役
人
が
来
て
「
山

陰
に
帰
れ
…
」
と
説
得
す
る
が
、
百

姓
達
は
】
向
に
聞
き
入
れ
な
い
。

　
高
鍋
藩
も
領
内
を
通
す
こ
と
は
出

＜
山
陰
百
姓
一
揆
の
碑

来
な
い
の
で
、
帰
る
こ
と
を
す
す
め

た
の
で
す
。
百
姓
達
は
断
じ
て
帰
ら

な
い
決
意
を
し
て
、
苦
し
い
小
屋
掛

生
活
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。　

江
戸
幕
府
に
も
知
ら
さ
れ
、
約
九

ヶ
月
の
間
、
延
岡
藩
や
江
戸
幕
府
で

説
得
す
る
や
ら
、
さ
ば
き
を
す
る
等

し
て
、
元
禄
四
年
六
月
に
裁
決
が
下

さ
れ
た
．
．
七
月
に
百
姓
達
は
そ
れ
ぞ

れ
の
村
に
帰
っ
た
の
で
す
。
郡
代
梶

田
十
郎
左
エ
門
、
代
官
大
崎
久
右
目

門
は
追
放
と
な
っ
た
。
百
姓
代
表
で

江
戸
に
召
か
ん
さ
れ
た
者
は
、
そ
れ

ぞ
れ
処
罰
を
受
け
ま
し
た
。

　
九
ヶ
月
の
小
屋
掛
生
活
中
に
出
生

二
〇
人
（
寒
九
女
十
一
）
病
死
七
十

九
人
（
男
四
十
一
女
三
十
八
）
が
あ

っ
た
の
で
す
。
そ
の
死
亡
し
た
者
の

墓
は
、
山
石
や
川
石
で
建
て
ら
れ
、

現
在
は
杉
山
の
地
深
く
な
っ
て
い
て

分
ら
な
い
の
で
す
。

　
都
農
町
長
野
の
黒
木
宮
造
さ
ん
（

九
二
歳
）
は
、
こ
の
杉
山
の
中
か
ら
川

石
墓
を
一
基
見
つ
け
て
、
自
家
の
墓

地
に
据
え
た
の
で
す
。
股
猪
野
の
黒

木
ス
ミ
子
さ
ん
（
六
五
歳
）
は
道
ば

た
脇
に
あ
っ
た
山
石
墓
が
道
路
拡
張

で
取
除
か
れ
る
の
で
、
自
分
の
家
の

墓
地
に
持
ち
か
え
り
据
え
て
く
だ
さ

っ
た
。
こ
の
二
人
の
行
為
は
山
陰
の

者
と
し
て
黙
し
て
い
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
の
で
あ
る
。

　
宮
崎
県
史
談
会
の
方
か
ら
も
一
言

あ
っ
た
の
で
す
。
昭
和
六
十
年
四
月

四
日
一
山
和
尚
、
若
藤
稔
さ
ん
と
私

三
人
で
、
こ
の
二
人
の
方
に
面
談
し

墓
地
に
参
り
、
酒
を
注
ぎ
読
経
を
あ

げ
焼
香
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
御
二
人
は
大
変

感
激
し
て
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
一
年
九
月
、
東
郷
町
史

談
会
員
一
行
が
、
こ
の
二
人
の
自
宅

と
墓
地
を
訪
問
し
て
、
御
礼
を
述
べ

た
り
焼
香
を
し
た
り
し
た
の
で
す
。

黒
木
宮
造
さ
ん
よ
り
、
小
屋
掛
生
活

圏
の
伝
説
等
も
聞
き
ま
し
た
．
．
こ
の

時
里
…
木
宮
造
よ
り
墓
を
山
陰
の
寺
へ

移
し
た
方
が
よ
か
ろ
う
と
申
さ
れ
た

の
で
す
、
．
自
分
の
年
の
こ
と
も
考
え

ら
れ
た
の
で
す
。
黒
木
ス
ミ
子
さ
ん

も
御
承
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
．
．

　
昭
和
六
十
】
年
十
「
月
、
　
】
山
和

尚
、
黒
木
睦
美
氏
、
私
の
三
人
で
股

猪
野
に
行
き
、
御
両
人
立
会
の
下
、

墓
石
と
土
を
い
た
だ
い
て
成
願
寺
百

姓
一
揆
供
養
碑
脇
に
台
石
も
新
し
く

作
り
安
置
し
ま
し
た
。

　
七
」
「
九
人
の
代
理
墓
で
も
あ
り
ま

す
。
成
願
寺
に
参
内
の
時
は
是
非
こ

の
墓
に
焼
香
し
て
く
だ
さ
い
．
、

　
東
郷
町
史
談
会
長
　
都
　
甲
　
鶴
　
男

三野総f耗掛
　　　　　　　　奪　．・！’

霞蕊，酷聡、

三
人
の

　　

f

父

塩
月
儀
市

　
避
く
平
凡
な
人
で
あ
っ
た
が
、
唯

だ
そ
の
兄
弟
仲
の
よ
か
っ
た
こ
と
は

異
常
で
あ
っ
た
。
若
山
の
兄
弟
を
出

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
お
り

会
わ
せ
た
ら
病
人
は
上
っ
た
り
だ
と

村
で
評
判
せ
ら
れ
て
い
た
通
り
、
こ

の
二
人
が
逢
う
と
一
日
で
も
二
日
で

も
離
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
別
に

話
が
あ
る
で
も
な
い
の
だ
が
、
二
人

と
も
ち
び
／
＼
と
酒
を
な
め
な
が
ら
、

誰
が
何
と
言
っ
て
も
座
を
立
た
な
か

っ
た
。

　
弟
は
よ
く
兄
を
敬
い
、
兄
は
ま
た

極
め
て
弟
を
愛
し
て
全
く
お
話
の
様

で
あ
っ
た
。
二
工
程
離
れ
て
住
ん
で

い
た
が
、
二
、
三
ヶ
月
も
逢
う
機
会

が
無
い
と
ど
ち
ら
か
が
漂
然
と
訪
ね

て
行
っ
て
、
一
日
か
二
日
か
を
泊
っ

て
来
る
の
を
常
と
し
た
、

　
こ
の
叔
父
も
亦
父
と
同
じ
く
酒
の

　
　
　
　
　
　
め
　
ド

た
め
に
数
年
前
馬
を
終
っ
た
。
こ
の

叔
父
の
子
な
る
私
の
従
兄
は
私
に
深

い
交
渉
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
今
少
し

長
じ
て
私
の
中
学
時
代
か
ら
始
ま
る
。

正
月
、
お
盆

　
　
　
祭
礼

　
そ
う
し
た
山
村
の
少
年
に
と
っ
て
、

一
年
中
の
楽
し
み
は
お
正
月
で
あ
り
、

お
盆
で
あ
り
、
お
祭
り
で
あ
っ
た
。

　
正
月
に
は
別
に
変
っ
た
こ
と
は
無

か
っ
た
、
唯
だ
百
姓
や
杣
人
た
ち
が

業
を
休
ん
で
酒
に
酔
っ
て
い
る
位
い

の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
お
盆
の
印
象

は
余
程
深
い
。
こ
れ
ら
の
行
事
は
す

べ
て
陰
暦
で
行
う
の
だ
が
、
そ
の
お

盆
が
来
る
と
な
る
と
先
づ
出
来
る
だ

け
綺
麗
に
お
墓
の
掃
除
を
し
て
十
三

日
の
来
る
の
を
待
つ
。

　
そ
し
て
そ
の
日
の
夕
方
か
ら
三
日

間
、
お
墓
と
各
自
の
家
の
門
口
と
に

出
来
る
だ
け
盛
ん
に
焚
火
を
す
る
の

で
あ
る
。
た
．
・
地
上
に
焚
く
ば
か
り

で
満
足
せ
ず
、
青
竹
の
大
き
な
の
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
し
　
い
ぴ
ニ
ハ
ノ

用
意
し
て
置
い
て
そ
の
先
に
松
明
を

結
び
つ
け
、
そ
し
て
中
天
に
焔
を
上

ぐ
る
の
を
見
て
喜
ん
だ
．
、

　
そ
の
火
の
高
さ
大
き
さ
が
各
戸
の

間
に
自
然
と
競
争
と
な
っ
て
、
い
や

が
上
に
長
い
竹
大
き
な
質
の
よ
き
松

明
を
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
村
を
囲
ん
だ
峠
か
ら
峰
へ
か

け
て
の
空
に
白
々
と
銀
河
が
流
れ
て
、

そ
の
下
の
漢
ぞ
い
に
こ
の
か
が
り
火

が
炎
と
燃
え
立
っ
て
い
る
光
景
は
幼

い
瞳
に
ど
れ
だ
け
鮮
か
に
映
っ
た
も

の
か
。

　
や
が
て
夜
が
更
く
る
に
つ
れ
て
一

つ
二
つ
と
そ
の
火
が
消
え
て
、
ア
、

何
処
の
が
消
え
た
、
誰
の
所
の
も
落

ち
た
と
数
え
な
が
ら
次
第
に
疎
ら
に

な
っ
て
ゆ
く
火
光
を
見
守
っ
て
い
る

身
に
は
何
と
も
知
れ
ぬ
哀
愁
の
し
み

じ
み
と
浸
み
込
む
の
を
覚
え
た
も
の

で
あ
る
。
　
（
つ
．
・
く
）

、
つ

こ“、
つ
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⑯
痢
醜
で
の
診
療

に
つ
い
て
思
う
二
と

東
郷
病
院
山
　
元
　
香
代
子

　
月
日
の
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
、

私
が
東
郷
病
院
に
勤
め
ば
じ
め
て
、

十
ヶ
月
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
間
に
多
く
の
患
者
さ
ん
や
そ
の

家
族
に
接
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、

そ
の
中
で
私
が
感
じ
た
こ
と
や
、
み

な
さ
ま
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
な
ど

を
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
外
来
に
つ
い
て

①
い
っ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
症
状
が

あ
っ
た
の
か
を
、
で
き
る
だ
け
く
わ

＜
東
郷
病
院

し
く
話
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
特
に
、
小
さ
な
子
供
を
日
頃

み
て
い
る
人
以
外
の
方
が
連
れ
て
こ

ら
れ
る
時
に
は
、
よ
く
わ
か
ら
ず
こ

ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
体
温
は
病
気
の
ひ
と
つ
の
め

や
す
で
す
。
神
経
質
に
な
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
熱
っ
ぽ
い
と
感
じ

た
ら
、
体
温
を
は
か
り
、
記
録
し
て
、

診
察
時
に
み
せ
て
く
だ
さ
い
。

②
診
察
の
時
は
、
冬
は
寒
く
て
た
い

へ
ん
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
脱
ぎ
着

の
楽
な
も
の
を
着
て
こ
ら
れ
て
、
診

察
時
は
上
半
身
は
下
着
　
枚
あ
る
い

は
裸
で
、
く
つ
下
は
脱
い
で
診
察
を

一
受
け
て
く
だ
さ
い
．
、

③
く
す
り
の
飲
み
方
が
わ
か
ら
な
か

っ
た
り
、
袋
を
あ
け
て
み
て
、
く
す

り
が
か
わ
っ
て
い
た
り
し
て
、
何
か

疑
問
が
あ
る
時
に
は
、
す
ぐ
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

④
外
来
の
受
付
け
は
十
二
時
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
昼
か
ら
熱
が
で
た

り
、
急
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
り
さ

れ
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、
お
昼
か
ら
も

診
察
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
昼
か
ら
は
、
病
棟
回
診
、

老
人
ホ
ー
ム
の
回
診
、
健
診
、
予
防

接
種
、
手
術
な
ど
の
た
め
に
、
す
ぐ

に
診
察
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
二
時
を
す
ぎ
る
と
、
血
液
検
’

査
な
ど
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
で

す
か
ら
、
何
日
も
前
か
ら
具
合
の
悪

い
方
は
、
で
き
る
限
り
午
前
中
に
診

察
に
み
え
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

〔
往
診
に
つ
い
て
〕

　
現
在
、
火
曜
日
の
午
後
に
八
人
の

患
者
さ
ん
の
往
診
を
二
週
間
お
き
に

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
往
診

は
原
則
的
に
お
断
わ
り
し
て
い
ま
す
。

　
よ
く
熱
が
あ
っ
て
き
つ
い
か
ら
、

往
診
し
て
く
だ
さ
い
と
い
っ
た
電
話

が
か
か
っ
て
き
ま
す
。
往
診
し
て
も
、

そ
の
場
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
血
液
や
尿
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
、

心
電
図
検
査
な
ど
が
必
要
な
こ
と
が

多
い
わ
け
で
す
か
ら
で
き
る
だ
け
、

病
院
で
の
診
察
を
受
け
ら
れ
た
方
が

よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
病
院
へ
連

れ
て
い
っ
た
方
が
よ
い
の
か
ど
う
か

判
断
に
こ
ま
っ
た
り
、
ど
う
し
て
も

病
院
へ
連
れ
て
こ
れ
な
い
時
は
、
相

談
し
て
い
た
だ
い
た
ら
よ
い
と
思
い

ま
す
。
往
診
へ
行
く
こ
と
を
面
倒
が

っ
て
お
断
わ
り
し
て
い
る
の
で
は
な

い
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、

診
察
、
治
療
の
上
か
ら
も
病
院
に
み

え
た
方
が
よ
い
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　
病
院
側
か
ら
の
お
願
い
を
書
き
ま

し
た
が
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見

や
ご
要
望
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

派
出
所
だ
よ
り

な
ど
の
不
良
行
為
の
ほ
か
、
家
出
あ

る
い
は
万
引
き
な
ど
の
非
行
に
走
っ

あ
な
た
の
子
供
は

　
　
　
　
　
　
大
丈
夫
？
・

　
例
年
、
春
休
み
期
間
中
や
春
休
み

明
け
の
四
月
は
、
学
生
・
生
徒
の
家

出
や
盗
み
な
ど
の
非
行
が
増
加
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
学
業
か
ら
の
解
放
感

に
よ
る
気
の
緩
み
や
、
保
護
者
の
放

任
な
ど
に
起
因
し
て
い
ま
す
。

　
非
行
の
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
遊
び

癖
が
づ
き
勉
強
嫌
い
と
な
り
、
深
夜

は
い
か
い
等
を
繰
り
返
す
う
ち
不
純

異
性
交
遊
、
素
行
不
良
者
と
の
交
友

　
　
　
　
『
渉

　
　
　
『

　
　
　
o
‘
∀

7
テ
ヤ
カ
・
　
　
）
＝

ゆ
り
．
如
愚
輩
．
グ

た
り
す
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
最
近
町
内
に
お
い
て
も
、
盗
み
を

繰
返
し
て
い
た
高
校
生
を
、
五
・
六

人
補
導
し
ま
し
た
。
そ
の
少
年
の
中

に
は
、
両
親
に
無
断
で
車
を
購
入
し
、

毎
晩
の
よ
う
に
乗
り
回
し
て
お
り
、

親
は
放
任
状
態
て
そ
の
監
護
能
力
を

疑
い
た
く
な
り
ま
す
。

　
中
に
は
、
「
友
達
の
こ
と
で
聞
き

た
い
か
ら
と
言
わ
れ
、
警
察
に
行
っ

た
息
子
が
、
盗
み
の
こ
と
で
調
べ
ら

れ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
私
の
息

子
は
盗
み
な
ど
し
て
い
ま
せ
ん
’
と

の
電
話
。
こ
う
い
う
風
に
文
句
を
つ

け
て
く
る
親
が
問
題
を
提
起
し
て
く

れ
ま
す
。
調
査
の
結
果
、
案
の
定
、

両
親
が
喫
煙
、
夜
遊
び
を
認
め
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
「
あ
な
た
は
息
子

の
夜
遊
び
、
喫
煙
を
許
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
す
が
」
と
聞
き
ま
す
と

「
そ
れ
は
そ
う
で
す
が
、
で
も
盗
み

ま
で
は
し
て
い
ま
せ
ん
」
　
「
で
は
夜

遊
び
の
時
、
あ
な
た
が
監
視
し
て
い

ま
す
か
6
「
…
…
…
」
「
調
べ
を
受
け

る
の
は
当
然
で
し
よ
う
。
」

　
こ
れ
は
、
ほ
ん
の
一
事
例
で
す
。

　
さ
て
、
あ
な
た
が
た
は
い
か
が
な

も
の
で
し
ょ
う
か
。
少
年
の
し
つ
け

教
育
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
基
本
に

振
返
り
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
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発明の日（4月18日）

　
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
委
員
（
民

生
委
員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎

週
火
曜
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅

で
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
4
月
2
1
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
に
関
す
る
買
物
相
談
（
表

示
の
見
方
等
）
、
苦
情
相
談
（
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性
、
品
質
、
取

引
方
法
、
契
約
を
解
除
し
た
い
と
い

う
よ
う
な
相
談
等
）
な
ど
に
つ
い
て

く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
以
外
は
そ
れ
ぞ
れ
の

自
宅
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

▽
日
時
　
4
月
2
1
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
当
日
以
外
は

自
宅
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
ど
ん
な

こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。▽

日
時
　
4
月
2
1
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

行
政
相
談
委
員

　
　
東
郷
町
仲
深
　
山
口
俊
　
一

般
健
康
相
談

▽
日
時

▽
場
所

▽
内
容

L孚▽
日
時

4
月
1
8
日
置
9
時
3
0
分
～

老
人
福
祉
館

血
圧
測
定
、
尿
検
査
な
ど

児
相
談

4
月
2
7
日
　
9
時
3
0
分

　
　
　
　
　
～
1
0
時
3
0
分

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
対
象
　
3
・
6
・
9
・
1
2
ヶ
月
児

母
親
学
級

▽
日
時

▽
場
所

▽
対
象

4
月
3
0
日
　
9
時
～
1
0
時

中
央
公
民
館

妊
娠
5
～
7
ヶ
月
の
妊
婦

み
ん
な
の
力
で

え
せ
同
和
行
為

　
　
　
等
の
排
除
を

　
最
近
、
同
和
問
題
を
口
実
に
し
て

病
院
等
に
不
当
な
圧
力
を
か
け
、
金

銭
を
恐
喝
し
た
り
、
建
設
業
者
か
ら

協
力
金
と
い
う
名
目
で
金
銭
を
脅
し

取
る
と
い
っ
た
事
件
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
同
和
問
題

に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
阻

害
す
る
”
え
せ
同
和
行
為
等
”
で
あ

り
断
じ
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
え
せ
同
和
行
為
等
に
あ
っ
た
ら
、

速
や
か
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

　
連
絡
先
　
役
場
企
画
財
政
課

　
　
　
　
　
容
　
六
九
i
二
一

ツベルクリン反応検査と

　　BCG（結核予防）接種

　　　対象＝生後3ヵ月以上4歳未満児

　　　　　　　　　　※母子手帳を持参ください

場　　　所　1ツベルクリン反応2ツ反判定・BCGI受付時間

坪谷公民館i4月8日　4月10日114：30～14：50

役　場　講　堂i4月7日14月9日　14：30～15：00

山の口集落センター14’ 獅Q2日　　4月24日　，14：40～15：00

四
月
の
主
な
行
事

▽
4
月
1
日

▽
4
月
3
日

目
4
月
6
日

▽
4
月
7
日

▽
4
月
8
日

　
　
　
r

　
　
　
ド
し

▽
4
月
9
日

▽
4
月
抑
日

▽
4
月
1
1
日

碩
徳
祭

戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

鶴
野
内
保
育
園
入
園

式東
郷
幼
稚
園
入
園
式

坪
谷
保
育
園
入
園
式

坪
谷
幼
稚
園
入
園
式

中
学
校
入
学
式

小
学
校
入
学
式

寺
迫
幼
稚
園
入
園
式

今
月
の
納
税
二

二
呼
葬
癬
夢
塵
4
寮
壷
拶
翻
山
田
摩

轡
纒
纒
講
繋

（
二
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

那1黒　黒．谷　黒
u……蹴庵、美…三七…穗1子　　　　1

赤
ち
ゃ
ん
の
名

∴渋墨謄
壬午i子羽弓田．野　内　田1坂　所

軽
自
動
車
税
全
期

固
定
資
産
税
一
期

善
葱

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
迫
野
内
の
黒
木
栄
さ
ん
か
ら

　
（
タ
カ
さ
ん
・
8
8
歳
ご
死
去
）

結
婚
お
幸
せ
に

　　i　　　I
p叢i穐if碧　　　　I　　i

氏

原倒西田1田田
里　旨邦信1実清

旨 名

美明　至幸1同店

小坪1日迫1福福野　　1向野

住

田谷　市内　瀬瀬 所

死
亡
　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
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